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まな星クリニック　児童精神科・精神科＜A＞
岡山大学病院小児心身医療科/小児科＜A＞
岡山大学病院　精神神経科＜B＞
こども総合相談所（児童相談所）＜B＞
旭川荘療育・医療センター　児童精神科＜A＞
希望ヶ丘ホスピタル　神経精神科＜B＞

住所

　応募方法

　締め切り

　問い合わせ先

　採用判定方法

レターパックにて郵送
（履歴書・精神科専門医研修修了（見込み）証明書・自己推薦書）

下記へお問い合わせください

岡山県精神科医療センター　医局
医師支援班

自己推薦書・小論文・面接試験

■  募集・採用方法

　書類の送付先
〒700-0915　岡山県岡山市北区鹿田本町3-16
地方独立行政法人　岡山県精神科医療センター

■　研修施設群の特徴

■　連携施設

子どものこころ専門医研修施設群説明書

■  募集定員

地方独立行政法人　岡山県精神科医療センター
■　研修統括責任者

大重耕三

地方独立行政法人　岡山県精神科医療センター

岡山県精神科医療センター子どものこころ専門医研修施設群

■  担当者

大重耕三

地方独立行政法人　岡山県精神科医療センター

086-225-3821（岡山県精神科医療センター　代表）

086-234-2639

kenshu@popmc.jp 

〒700-0915　岡山県岡山市北区鹿田本町3-16

■　研修施設群の名称

岡山県精神科医療センター子どものこころ専門医研修施設群の研修では、乳幼児期、学童期、思春期、青年期と

ライフステージに沿い、発達、メンタルヘルス問題について研修ができます。研修基幹施設である岡山県精神科医

療センターは、県内唯一の児童精神科入院病棟（院内学級併設）があり、「岡山県子どもの心の診療ネットワーク事

業」の拠点施設です。また常時対応型精神科救急基幹施設でもあり、24時間365日、子どもを含むすべての年代の

精神的危機に対応をしています。

研修連携施設は、大学病院精神科、大学病院小児科・小児心身医療科、児童発達支援センター併設児童精神科

クリニック、政令市児童相談所、知的障害児施設等併設した総合医療福祉施設、岡山県北医療圏で児童精神科外

来を行っている精神科単科病院からなり、子ども、家族の多様なニーズに対応しつつ、研鑽を積むことができます。

【研修コースの例】

A.児童思春期精神科コース：研修基幹施設での研修を2年から3年行い、連携施設には非常勤勤務での研修を行い

ます。幅広い領域の児童思春期精神科臨床に精通した専門医を養成します。

B.児童精神科クリニックコース：児童精神科クリニックでの研修を1～2年行い、乳幼児期・学童期の発達支援、親子

支援を学ぶとともに、研修基幹施設での研修（原則1年間）を行い、乳幼児期からのライフステージを通した発達に

精通し、見通しをもった対応ができる専門医を養成します。

C.総合病院コース：総合病院精神科（岡山大学病院精神科）での研修を1～2年間行い、各科連携しての治療が必

要となるメンタルヘルス問題、摂食障害、性別違和、神経発達症の早期支援などの診療に精通した専門医を養成し

ます。

D.児童福祉・児童精神科医療包括ケア研修コース：岡山市子ども総合相談センター・旭川荘療育医療センター・岡

山県精神科医療センターにローテーションを行い、子どもの生活、発達、医療、家族等の側面から包括ケアが行え

る専門医を養成します。
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